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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左眼用画像と右眼用画像とが交互に配置されたインターリーブ画像を含む三次元映像デ
ータを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングする映像処理装置であって、
　前記インターリーブ画像から、前記左眼用画像に対応する左眼用インターリーブ画像と
、前記右眼用画像に対応する右眼用インターリーブ画像とを抽出する画像抽出手段と、
　前記左眼用インターリーブ画像を用いて第１の三次元モデルを生成し、前記右眼用イン
ターリーブ画像を用いて第２の三次元モデルを生成し、前記第１の三次元モデルと前記第
２の三次元モデルとを統合した三次元モデルを生成し、前記三次元モデルを用いて、前記
左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを補間することによって、
補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを生成する画像補間手段と、
　前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを前記第２の解像度にスケー
リングすることによって、左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを生成す
るスケーリング手段と、
　前記左眼用スケーリング画像と前記右眼用スケーリング画像とを交互に配置することに
よって、スケーリングされたインターリーブ画像を生成するインターリーブ画像生成手段
とを具備することを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　前記画像補間手段は、前記三次元モデルと、前記三次元映像データにおいて、処理対象
のインターリーブ画像の一つ前のインターリーブ画像に対応する、一つ前のスケーリング
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されたインターリーブ画像とを用いて、前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼用イン
ターリーブ画像とを補間することを特徴とする請求項１記載の映像処理装置。
【請求項３】
　前記画像補間手段は、前記左眼用インターリーブ画像に含まれる複数の画素に対応する
複数の第１の奥行きを推定し、前記複数の第１の奥行きを用いて前記第１の三次元モデル
を生成し、前記右眼用インターリーブ画像に含まれる複数の画素に対応する複数の第２の
奥行きを推定し、前記複数の第２の奥行きを用いて前記第２の三次元モデルを生成し、前
記第１の三次元モデルと前記第２の三次元モデルとを両眼視差に基づいて統合した前記三
次元モデルを生成する請求項１記載の映像処理装置。
【請求項４】
　左眼用画像と右眼用画像とが交互に配置されたインターリーブ画像を含む三次元映像デ
ータを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングする映像処理方法であって、
　前記インターリーブ画像から、前記左眼用画像に対応する左眼用インターリーブ画像と
、前記右眼用画像に対応する右眼用インターリーブ画像とを抽出し、
　前記左眼用インターリーブ画像を用いて第１の三次元モデルを生成し、前記右眼用イン
ターリーブ画像を用いて第２の三次元モデルを生成し、前記第１の三次元モデルと前記第
２の三次元モデルとを統合した三次元モデルを生成し、前記三次元モデルを用いて、前記
左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを補間することによって、
補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを生成し、
　前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを前記第２の解像度にスケー
リングすることによって、左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを生成し
、
　前記左眼用スケーリング画像と前記右眼用スケーリング画像とを交互に配置することに
よって、スケーリングされたインターリーブ画像を生成することを特徴とする映像処理方
法。
【請求項５】
　左眼用画像と右眼用画像とが交互に配置されたインターリーブ画像を含む三次元映像デ
ータを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングするプログラムであって、
　前記インターリーブ画像から、前記左眼用画像に対応する左眼用インターリーブ画像と
、前記右眼用画像に対応する右眼用インターリーブ画像とを抽出する手順と、
　前記左眼用インターリーブ画像を用いて第１の三次元モデルを生成し、前記右眼用イン
ターリーブ画像を用いて第２の三次元モデルを生成し、前記第１の三次元モデルと前記第
２の三次元モデルとを統合した三次元モデルを生成し、前記三次元モデルを用いて、前記
左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを補間することによって、
補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを生成する手順と、
　前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを前記第２の解像度にスケー
リングすることによって、左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを生成す
る手順と、
　前記左眼用スケーリング画像と前記右眼用スケーリング画像とを交互に配置することに
よって、スケーリングされたインターリーブ画像を生成する手順とをコンピュータに実行
させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、三次元映像を表示するための映像処理装置及び映像処理方法並びにプログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、三次元映像を観賞可能にする様々な映像表示装置が提供されている。このよ
うな映像表示装置では、例えば、両眼視差に基づく左眼用映像と右眼用映像とを用いて、
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ユーザに三次元映像（立体映像）を知覚させる。
【０００３】
　特許文献１には、インターレース方式の画像をプログレッシブ方式の画像に変換（ＩＰ
変換）する順次走査変換方法が開示されている。特許文献１では二次元の映像コンテンツ
データにＩＰ変換を施し、インターレース方式の画像に画素を補間してプログレッシブ方
式の画像を生成している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２１５２６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、偏光方式により三次元映像を観賞可能にする映像表示装置では、画面に左眼
用画像と右眼用画像とを同時に表示する。これら左眼用画像と右眼用画像とには、偏光フ
ィルタによりそれぞれ異なる方向への偏光が施される。ユーザは、偏光眼鏡を用いること
で、偏光された左眼用画像を左眼で、偏光された右眼用画像を右眼で見ることができる。
これによりユーザは、画面に表示される映像を立体として知覚することができる。
【０００６】
　偏光方式による映像表示装置では、画面に左眼用画像と右眼用画像とを走査線毎に交互
に配置した画像、すなわち左眼用画像と右眼用画像とをインターリーブした画像を表示す
る。例えば、画面の奇数番目の走査線に左眼用画像の画素を表示し、偶数番目の走査線に
右眼用画像の画素を表示する。したがって、左眼用画像及び右眼用画像の各々では、一つ
の走査線おきに画像が表示されていない走査線が存在する。このため例えば、三次元映像
が表示されるウィンドウのサイズが大きく変更される際に、滑らかに拡大（スケーリング
）された三次元映像を生成することができない可能性がある。つまり、左眼用画像と右眼
用画像とをインターリーブしたことにより、拡大された三次元映像に含まれる走査線に対
応する映像の情報が失われているため、滑らかに拡大された三次元映像を生成することが
できない可能性がある。
【０００７】
　本発明は上述の事情を考慮してなされたものであり、左眼用画像と右眼用画像とがイン
ターリーブされた三次元映像データを滑らかにスケーリングできる映像処理装置及び映像
処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の課題を解決するため、本発明の映像処理装置は、左眼用画像と右眼用画像とが交
互に配置されたインターリーブ画像を含む三次元映像データを第１の解像度から第２の解
像度にスケーリングする映像処理装置であって、前記インターリーブ画像から、前記左眼
用画像に対応する左眼用インターリーブ画像と、前記右眼用画像に対応する右眼用インタ
ーリーブ画像とを抽出する画像抽出手段と、前記左眼用インターリーブ画像を用いて第１
の三次元モデルを生成し、前記右眼用インターリーブ画像を用いて第２の三次元モデルを
生成し、前記第１の三次元モデルと前記第２の三次元モデルとを統合した三次元モデルを
生成し、前記三次元モデルを用いて、前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インタ
ーリーブ画像とを補間することによって、補間された左眼用画像と補間された右眼用画像
とを生成する画像補間手段と、前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像と
を前記第２の解像度にスケーリングすることによって、左眼用スケーリング画像と右眼用
スケーリング画像とを生成するスケーリング手段と、前記左眼用スケーリング画像と前記
右眼用スケーリング画像とを交互に配置することによって、スケーリングされたインター
リーブ画像を生成するインターリーブ画像生成手段とを具備することを特徴とする。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明によれば、左眼用画像と右眼用画像とがインターリーブされた三次元映像データ
を滑らかにスケーリングできる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る映像処理装置の構成を示すブロック図。
【図２】同実施形態の映像処理装置のシステム構成を示すブロック図。
【図３】同実施形態の映像処理装置によって実行されるコンテンツ再生アプリケーション
プログラムの機能構成を示すブロック図。
【図４】インターリーブ画像をスケーリングすることによって歪みが生じる例を示す概念
図。
【図５】図３のコンテンツ再生アプリケーションにより、インターリーブ画像を滑らかに
スケーリングする例を示す概念図。
【図６】図３のコンテンツ再生アプリケーションに入力されるインターリーブ画像の例を
示す概念図。
【図７】図６のインターリーブ画像をスケーリングすることによって歪みが生じる例を示
す概念図。
【図８】図３のコンテンツ再生アプリケーションにより、図６のインターリーブ画像を滑
らかにスケーリングする例を示す概念図。
【図９】同実施形態の映像処理装置によって実行される映像表示処理の手順の例を示すフ
ローチャート。
【図１０】図３のコンテンツ再生アプリケーションによって実行されるスケーリング処理
の手順の例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。　
　図１は、本発明の一実施形態に係る映像処理装置の外観を示す斜視図である。この映像
処理装置は、例えばノートブックタイプのパーソナルコンピュータ１０として実現される
。図１に示すように、本コンピュータ１０は、コンピュータ本体１１と、ディスプレイユ
ニット１２とから構成される。
【００１２】
　ディスプレイユニット１２には、ＬＣＤ（liquid crystal display）１７及び偏光フィ
ルタ１９が組み込まれている。偏光フィルタ１９は、ＬＣＤ１７の画面を覆うように設け
られる。ディスプレイユニット１２は、コンピュータ本体１１の上面が露出される開放位
置とコンピュータ本体１１の上面を覆う閉塞位置との間を回動自在にコンピュータ本体１
１に取り付けられている。
【００１３】
　コンピュータ本体１１は、薄い箱形の筐体を有しており、その上面には、キーボード１
３、本コンピュータ１０を電源オン／電源オフするためのパワーボタン１４、入力操作パ
ネル１５、タッチパッド１６、スピーカ１８Ａ，１８Ｂなどが配置されている。入力操作
パネル１５上には、各種操作ボタンが設けられている。
【００１４】
　また、コンピュータ本体１１の背面には、例えばＨＤＭＩ（high-definition multimed
ia interface）規格に対応した外部ディスプレイ接続端子（図示せず）が設けられている
。この外部ディスプレイ接続端子は、デジタル映像信号を外部ディスプレイに出力するた
めに用いられる。
【００１５】
　図２は、本コンピュータ１０のシステム構成を示す図である。　
　本コンピュータ１０は、図２に示されるように、ＣＰＵ１０１、ノースブリッジ１０２
、主メモリ１０３、サウスブリッジ１０４、ＧＰＵ１０５、ＶＲＡＭ１０５Ａ、サウンド
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コントローラ１０６、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０７、ＬＡＮコントローラ１０８、ハードディ
スクドライブ（ＨＤＤ）１０９、光ディスクドライブ（ＯＤＤ）１１０、ＵＳＢコントロ
ーラ１１１Ａ、カードコントローラ１１１Ｂ、無線ＬＡＮコントローラ１１２、エンベデ
ッドコントローラ／キーボードコントローラ（ＥＣ／ＫＢＣ）１１３、ＥＥＰＲＯＭ１１
４等を備える。
【００１６】
　ＣＰＵ１０１は、本コンピュータ１０の動作を制御するプロセッサである。ＣＰＵ１０
１は、ＨＤＤ１０９から主メモリ１０３にロードされる、オペレーティングシステム（Ｏ
Ｓ）２０１、及びコンテンツ再生アプリケーションプログラム２０２のような各種アプリ
ケーションプログラムを実行する。コンテンツ再生アプリケーションプログラム２０２は
、例えばＨＤＤ１０９等に格納された各種デジタルコンテンツを再生するソフトウェアで
ある。このコンテンツ再生アプリケーションプログラム２０２は、三次元映像コンテンツ
データを再生する三次元映像再生機能も有する。この三次元映像再生機能は、例えば、Ｘ
ｐｏｌ（登録商標）方式等の偏光方式や時分割方式等により観賞可能な三次元映像を作成
及び表示する機能である。三次元映像は、例えば、両眼視差に基づく左眼用映像と右眼用
映像とをユーザに知覚させることで実現される。三次元映像のコンテンツデータは、例え
ば、ＤＶＤやビデオゲーム等に収録される３Ｄ対応の映像データである。この映像データ
は、例えば、左眼用映像のデータと右眼用映像のデータとをインターリーブして構成され
る。コンテンツ再生アプリケーションプログラム２０２は、この映像データを用いて、Ｌ
ＣＤ１７に表示される映像の映像信号を生成する。
【００１７】
　また、ＣＰＵ１０１は、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０７に格納されたＢＩＯＳも実行する。Ｂ
ＩＯＳは、ハードウェア制御のためのプログラムである。
【００１８】
　ノースブリッジ１０２は、ＣＰＵ１０１のローカルバスとサウスブリッジ１０４との間
を接続するブリッジデバイスである。ノースブリッジ１０２には、主メモリ１０３をアク
セス制御するメモリコントローラも内蔵されている。また、ノースブリッジ１０２は、PC
I EXPRESS規格のシリアルバスなどを介してＧＰＵ１０５との通信を実行する機能も有し
ている。
【００１９】
　ＧＰＵ１０５は、本コンピュータ１０のディスプレイモニタとして使用されるＬＣＤ１
７を制御する表示コントローラである。このＧＰＵ１０５によって生成される表示信号は
ＬＣＤ１７に送られる。ＬＣＤ１７は、表示信号に基づいて映像を表示する。
【００２０】
　偏光フィルタ１９は、ＬＣＤ１７に表示された映像を偏光するフィルタである。偏光フ
ィルタは、ＬＣＤ１７の画面を覆うように設けられ、左眼用映像と右眼用映像とをそれぞ
れ偏光する。例えば、偏光フィルタ１９は、画面（ＬＣＤ１７）上部から奇数番目の走査
線と偶数番目の走査線とをそれぞれ異なる方向に偏光して出力する。すなわち、偏光フィ
ルタ１９は、奇数番目の走査線と偶数番目の走査線の各々に対応して、異なる方向への偏
光を施すフィルタを交互に配置して構成される。
【００２１】
　また、ＧＰＵ１０５は、ＨＤＭＩ制御回路３及びＨＤＭＩ端子２を介して、外部ディス
プレイ装置１にデジタル映像信号を送出することもできる。　
　ＨＤＭＩ端子２は、前述の外部ディスプレイ接続端子である。ＨＤＭＩ端子２は、非圧
縮のデジタル映像信号とデジタルオーディオ信号とを１本のケーブルでテレビのような外
部ディスプレイ装置１に送出することができる。ＨＤＭＩ制御回路３は、ＨＤＭＩモニタ
と称される外部ディスプレイ装置１にデジタル映像信号をＨＤＭＩ端子２を介して送出す
るためのインタフェースである。
【００２２】
　サウスブリッジ１０４は、ＰＣＩ（Peripheral Component Interconnect）バス上の各
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デバイス及びＬＰＣ（Low Pin Count）バス上の各デバイスを制御する。また、サウスブ
リッジ１０４は、ＨＤＤ１０９及びＯＤＤ１１０を制御するためのＩＤＥ（Integrated D
rive Electronics）コントローラを内蔵している。さらに、サウスブリッジ１０４は、サ
ウンドコントローラ１０６との通信を実行する機能も有している。
【００２３】
　サウンドコントローラ１０６は音源デバイスであり、再生対象のオーディオデータをス
ピーカ１８Ａ，１８Ｂ又はＨＤＭＩ制御回路３に出力する。ＬＡＮコントローラ１０８は
、例えばIEEE 802.3規格の有線通信を実行する有線通信デバイスであり、一方、無線ＬＡ
Ｎコントローラ１１２は、例えばIEEE 802.11g規格の無線通信を実行する無線通信デバイ
スである。
【００２４】
　ＥＣ／ＫＢＣ１１３は、電力管理のためのエンベデッドコントローラと、キーボード１
３及びタッチパッド１６を制御するためのキーボードコントローラとが集積された１チッ
プマイクロコンピュータである。ＥＣ／ＫＢＣ１１４は、ユーザによるパワーボタン１４
の操作に応じて本コンピュータ１０を電源オン／電源オフする機能を有している。
【００２５】
　次に、図３を参照して、本コンピュータ１０上で動作するコンテンツ再生アプリケーシ
ョンプログラム２０２の一機能構成を説明する。コンテンツ再生アプリケーション２０２
は、三次元映像コンテンツデータ５０１を再生する機能を有する。また、コンテンツ再生
アプリケーション２０２は、ＬＣＤ１７の画面に、三次元映像コンテンツデータ５０１に
基づく映像信号を任意の解像度で表示するためのスケーリング機能も有する。コンテンツ
再生アプリケーション２０２は、スケーリング判定部３０１、左右眼画像抽出部３０２、
三次元モデル生成部３０３、画像補間部３０４、スケーリング部３０５、インターリーブ
画像生成部３０６、画像出力部３０７、及び映像信号生成部３０８を備える。
【００２６】
　映像信号生成部３０８は、三次元映像コンテンツデータ５０１を用いて、複数のインタ
ーリーブ画像を含む映像信号を生成する。このインターリーブ画像は、両眼視差を考慮し
て作成された左眼用画像と右眼用画像とが走査線毎に交互に配置された画像である。した
がって、インターリーブ画像には、例えば、奇数番目の走査線に左眼用画像の画素が表示
され、偶数番目の走査線に右眼用画像の画素が表示される。つまり、インターリーブ画像
には左眼用画像と右眼用画像とが１行毎に交互に配置される。換言すると、インターリー
ブ画像では、例えば、左眼用画像の偶数番目の走査線に対応する画素と右眼用画像の奇数
番目の走査線に対応する画素とが欠落している。映像信号生成部３０８は、生成した映像
信号に含まれる複数のインターリーブ画像をスケーリング判定部３０１に出力する。
【００２７】
　スケーリング判定部３０１は、映像信号生成部３０８から出力されるインターリーブ画
像をスケーリングする必要があるか否かを判定する。スケーリング判定部３０１は、例え
ば、インターリーブ画像の解像度と、インターリーブ画像（三次元映像コンテンツデータ
５０１）を描画する、ＬＣＤ１７上のウィンドウの解像度とが異なる際に、インターリー
ブ画像をスケーリングする必要があると判定する。より具体的には、例えば、三次元映像
コンテンツデータ５０１を再生して表示するウィンドウのサイズが大きく変更されたとき
、スケーリング判定部３０１は、インターリーブ画像をスケーリング（アップスケーリン
グ）する必要があると判定する。
【００２８】
　スケーリング判定部３０１は、インターリーブ画像をスケーリングする必要があると判
定した場合、すなわち、インターリーブ画像の解像度とウィンドウの解像度とが異なる場
合、インターリーブ画像を左右眼画像抽出部３０２に出力する。一方、スケーリング判定
部３０１は、インターリーブ画像をスケーリングする必要がないと判定した場合、すなわ
ち、インターリーブ画像の解像度とウィンドウの解像度とが同じ場合、インターリーブ画
像を画像出力部３０７に出力する。
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【００２９】
　左右眼画像抽出部３０２は、スケーリング判定部３０１から出力されるインターリーブ
画像から、左眼用画像の走査線に対応する左眼用インターリーブ画像と、右眼用画像の走
査線に対応する右眼用インターリーブ画像とを抽出する。左右眼画像抽出部３０２は、抽
出した左眼用インターリーブ画像と右眼用インターリーブ画像とを三次元モデル生成部３
０３に出力する。
【００３０】
　三次元モデル生成部３０３は、左右眼画像抽出部３０２から出力される左眼用インター
リーブ画像と右眼用インターリーブ画像とを用いて三次元モデルを生成する。具体的には
、三次元モデル生成部３０３は、左眼用インターリーブ画像を用いて、当該画像に含まれ
る各画素の奥行き（depth）を推定し、第１の三次元モデルを生成する。同様に、三次元
モデル生成部３０３は、右眼用インターリーブ画像を用いて、当該画像に含まれる各画素
の奥行き（depth）を推定し、第２の三次元モデルを生成する。そして、三次元モデル生
成部３０３は、生成した第１の三次元モデルと第２の三次元モデルとを両眼視差等を考慮
して統合した三次元モデルを生成する。三次元モデル生成部３０３は、生成した三次元モ
デルを画像補間部３０４に出力する。
【００３１】
　画像補間部３０４は、左眼用インターリーブ画像と右眼用インターリーブ画像とを用い
て、左眼用インターリーブ画像及び右眼用インターリーブ画像内のインターリーブによる
欠落部分を補間する。画像補間部３０４は、例えば両眼視差を考慮して左眼用インターリ
ーブ画像と右眼用インターリーブ画像とを補間する。つまり、画像補間部３０４は、左眼
用インターリーブ画像内の欠落部分を、右眼用インターリーブ画像を用いて推定し、補間
する。また、画像補間部３０４は、右眼用インターリーブ画像内の欠落部分を、左眼用イ
ンターリーブ画像を用いて推定し、補間する。したがって、画像補間部３０４は、欠落部
分が補間された左眼用画像と右眼用画像とを生成する。なお、補間の際に考慮される両眼
視差には、眼間距離等に基づいて予め決定された値（パラメータ）を用いることができる
。
【００３２】
　なお、画像補間部３０４は、三次元モデル生成部３０３から出力される三次元モデルを
さらに用いて、左眼用インターリーブ画像及び右眼用インターリーブ画像内のインターリ
ーブによる欠落部分を補間してもよい。また、画像補間部３０４は、一つ前のスケーリン
グされたインターリーブ画像４０４’をさらに用いて、左眼用インターリーブ画像及び右
眼用インターリーブ画像内のインターリーブによる欠落部分を補間してもよい。一つ前の
スケーリングされたインターリーブ画像４０４’は、映像信号生成部３０８により生成さ
れた映像信号（三次元映像コンテンツデータ５０１）において、現在（処理対象）のイン
ターリーブ画像の一つ前のインターリーブ画像に対応する、スケーリングされたインター
リーブ画像である。画像補間部３０４は、左眼用画像と右眼用画像とを走査線毎に交互に
配置すること（インターリーブ）によって欠落した画素を、三次元モデルに基づいて補間
する。そして、画像補間部３０４は、一つ前のスケーリングされたインターリーブ画像を
参照フレームとして用いたブロックマッチングによって、補間した画素の画素値を更新し
、補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを生成する。一つ前のスケーリングさ
れたインターリーブ画像を用いて、補間した画素の画素値を更新することによって、処理
対象のインターリーブ画像をより滑らかにスケーリングすることができる。画像補間部３
０４は、補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とをスケーリング部３０５に出力
する。
【００３３】
　なお、補間に用いる三次元モデルは、画素毎の三次元位置を示す三次元データであって
もよい。また、画像補間部３０４は、三次元モデルのみを用いて左眼用インターリーブ画
像と右眼用インターリーブ画像とを補間してもよい。
【００３４】
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　スケーリング部３０５は、画像補間部３０４から出力される、補間された左眼用画像と
補間された右眼用画像とを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングし、左眼用スケ
ーリング画像と右眼用スケーリング画像とを生成する。すなわち、スケーリング部３０５
は、補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを、これら左眼用画像及び右眼用画
像が有する第１の解像度よりも高い、第２の解像度を有する左眼用スケーリング画像及び
右眼用スケーリング画像に変換する。この第２の解像度は、例えば、三次元映像コンテン
ツデータ５０１を再生するためのウィンドウのサイズに応じた解像度である。したがって
例えば、ウィンドウのサイズが変更される操作によって、この第２の解像度も変更される
。スケーリング部３０５は、左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とをイン
ターリーブ画像生成部３０６に出力する。
【００３５】
　インターリーブ画像生成部３０６は、スケーリング部３０５によって入力された左眼用
スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを走査線毎に交互に配置したインターリー
ブ画像を生成する。インターリーブ画像生成部３０６は、例えば、インターリーブ画像内
の奇数番目の走査線に、左眼用スケーリング画像内の奇数番目の走査線に対応する画素を
配置し、インターリーブ画像内の偶数番目の走査線に、右眼用スケーリング画像内の偶数
番目の走査線に対応する画素を配置する。これにより、三次元映像コンテンツデータ５０
１に含まれるインターリーブ画像を、第１の解像度から第２の解像度に滑らかにスケーリ
ングしたインターリーブ画像が生成される。インターリーブ画像生成部３０６は、生成し
たインターリーブ画像を画像出力部３０７に出力する。また、インターリーブ画像生成部
３０６は、生成したインターリーブ画像を一つ前のスケーリングされたインターリーブ画
像４０４’として保存する。
【００３６】
　画像出力部３０７は、スケーリング判定部３０１から出力されるインターリーブ画像、
又はインターリーブ画像生成部３０６から出力される、スケーリングされたインターリー
ブ画像をＬＣＤ１７に出力する。
【００３７】
　ＬＣＤ１７は、入力されたインターリーブ画像を画面に表示する。　
　偏光フィルタ１９は、ＬＣＤ１７に表示されたインターリーブ画像を偏光する。偏光フ
ィルタ１９は、例えば、奇数番目の走査線に対応する画像（左眼用画像）を第１の方向に
偏光し、偶数番目の走査線に対応する画像（右眼用画像）を第２の方向に偏光する。この
ため、偏光フィルタ１９は、奇数番目の走査線に対応する位置に左眼用フィルタ１９Ａを
備え、偶数番目の走査線に対応する位置に右眼用フィルタ１９Ｂを備える。左眼用フィル
タ１９Ａと右眼用フィルタ１９Ｂとは、それぞれ異なる方向に画像を偏光する。すなわち
、左眼用フィルタ１９Ａは左眼用画像を第１の方向に偏光し、右眼用フィルタ１９Ｂは右
眼用画像を第２の方向に偏光する。
【００３８】
　偏光眼鏡３１は、偏光された画像をフィルタリングして、必要な画像を抽出する。偏光
眼鏡３１は、左眼用フィルタ３１Ａと右眼用フィルタ３１Ｂを備える。左眼用フィルタ３
１Ａは、偏光された左眼用画像のみを透過する。一方、右眼用フィルタ３１Ａは、偏光さ
れた右眼用画像のみを透過する。ユーザは、偏光眼鏡３１を装着して偏光された画像を見
ることで、左眼用画像を左眼で、右眼用画像を右眼で捉えることができる。つまり、ユー
ザは、偏光眼鏡３１を装着して偏光された画像を見ることで、三次元映像を観賞すること
ができる。
【００３９】
　以上の構成により、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、入力される三次元映像
コンテンツデータ５０１に基づく映像信号の解像度（第１の解像度）と、該映像信号を表
示するウィンドウのサイズ（第２の解像度）とが異なる際に、ウィンドウのサイズに応じ
て、該映像信号を滑らかにスケーリングすることができる。三次元映像コンテンツデータ
５０１に基づく映像信号は、左眼用画像と右眼用画像とが走査線毎に交互に配置されたイ
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ンターリーブ画像を含む。コンテンツ再生アプリケーション２０２は、インターリーブ画
像内に配置された左眼用画像及び右眼用画像の各々で、インターリーブによって欠損して
いる画像の部分を補間し、補間した画像を第１の解像度から第２の解像度にスケーリング
することによって、該インターリーブ画像を滑らかにスケーリングすることができる。
【００４０】
　なお、画像出力部３０７は、スケーリング部３０５から出力される、左眼用スケーリン
グ画像と右眼用スケーリング画像とをＬＣＤ１７に出力してもよい。左眼用スケーリング
画像及び右眼用スケーリング画像は、上述のように、インターリーブ画像内に配置された
左眼用インターリーブ画像及び右眼用インターリーブ画像の各々で、インターリーブによ
って欠損している画素を補間し、補間した画像を第１の解像度から第２の解像度にスケー
リングした画像である。画像出力部３０７は、ＬＣＤ１７に、左眼用スケーリング画像と
右眼用スケーリング画像とを交互に（高速に）出力する。ユーザは、例えば、液晶シャッ
ターメガネ（図示せず）を用いることで、左眼用スケーリング画像を左眼で、右眼用スケ
ーリング画像を右眼で見ることができる。より具体的には、ユーザは、ＬＣＤ１７に左眼
用スケーリング画像が表示されるときには左眼にのみ画像を透過し、ＬＣＤ１７に右眼用
スケーリング画像が表示されるときには右眼にのみ画像を透過する機能を有する液晶シャ
ッターメガネを用いることで、左眼用スケーリング画像を左眼で、右眼用スケーリング画
像を右眼で見ることができる。すなわち、コンテンツ再生アプリケーション２０２が、Ｌ
ＣＤ１７に左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを交互に（高速に）表示
し、ユーザの左眼の前のシャッターと右眼の前のシャッターとが、画像の表示と同期して
開閉されることにより、ユーザは、画面に表示される映像を立体として知覚することがで
きる。
【００４１】
　図４は、インターリーブ画像４０１をスケーリングすることによって歪みが生じる例を
示す。図４では、インターリーブ画像４０１内に左眼用画像と右眼用画像とが走査線毎に
交互に配置される。インターリーブ画像４０１では、例えば、奇数番目の走査線に左眼用
画像が配置され、偶数番目の走査線に右眼用画像が配置される。したがって、インターリ
ーブ画像４０１は、インターリーブされた左眼用画像（左眼用インターリーブ画像）４０
１Ａとインターリーブされた右眼用画像（右眼用インターリーブ画像）４０１Ｂとを含む
。左眼用インターリーブ画像４０１Ａでは、例えば、画像が描画される走査線が奇数番目
に配置され、画像が描画されない走査線（図４中、斜線部分）が偶数番目に配置される。
換言すると、左眼用インターリーブ画像４０１Ａでは、偶数番目の走査線に対応する画像
が欠落する。また、右眼用インターリーブ画像４０１Ｂでは、例えば、画像が描画されな
い走査線が奇数番目に配置され、画像が描画される走査線が偶数番目に配置される。換言
すると、右眼用インターリーブ画像４０１Ｂでは、奇数番目の走査線に対応する画像が欠
落する。
【００４２】
　左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとがスケーリ
ングされた場合、それぞれ、スケーリングされた左眼用インターリーブ画像４０５Ａとス
ケーリングされた右眼用インターリーブ画像４０５Ｂとが生成される。例えば、左眼用イ
ンターリーブ画像４０１Ａ及び右眼用インターリーブ画像４０１Ｂの各々の走査線数が２
倍に増加した左眼用インターリーブ画像４０５Ａと右眼用インターリーブ画像４０５Ｂと
が生成される。
【００４３】
　次いで、これらスケーリングされた左眼用インターリーブ画像４０５Ａ及び右眼用イン
ターリーブ画像４０５Ｂに対して、再度インターリーブを行った場合、画像が描画される
走査線と画像が描画されない走査線とが交互に配置された左眼用インターリーブ画像４０
６Ａと右眼用インターリーブ画像４０６Ｂとが生成される。例えば、スケーリングされた
左眼用インターリーブ画像４０５Ａにおいて、隣接する、偶数番目に配置され且つ画像が
描画された走査線（例えば、上から２番目の走査線）と、奇数番目に配置され且つ画像が



(10) JP 5550603 B2 2014.7.16

10

20

30

40

50

描画されない走査線（例えば、上から３番目の走査線）とが置き換えられ、左眼用インタ
ーリーブ画像４０６Ａが生成される。また例えば、スケーリングされた右眼用インターリ
ーブ画像４０５Ｂにおいて、隣接する、偶数番目に配置され且つ画像が描画されない走査
線（例えば、上から２番目の走査線）と、奇数番目に配置され且つ画像が描画される走査
線（例えば、上から３番目の走査線）とが置き換えられ、右眼用インターリーブ画像４０
６Ｂが生成される。
【００４４】
　インターリーブ画像４０１に対して、上述のようなスケーリング及び再インターリーブ
を施す場合、本来の位置とは異なる位置に走査線が配置されるため、インターリーブ画像
４０６Ａ，４０６Ｂのように画像（画像内に描画されたオブジェクト等）に歪みが生じる
可能性がある。そのため本実施形態では、図５に示す例のように、インターリーブ画像４
０１を滑らかにスケーリングする。
【００４５】
　図５でも、図４と同様に、インターリーブ画像４０１内に左眼用画像４０１Ａと右眼用
画像４０１Ｂとが走査線毎に交互に配置される。インターリーブ画像４０１では、例えば
、奇数番目の走査線に左眼用画像４０１Ａが配置され、偶数番目の走査線に右眼用画像４
０１Ｂが配置される。したがって、インターリーブ画像４０１は、インターリーブされた
左眼用画像（左眼用インターリーブ画像）４０１Ａとインターリーブされた右眼用画像（
右眼用インターリーブ画像）４０１Ｂとを含む。左眼用インターリーブ画像４０１Ａでは
、例えば、画像が描画される走査線が奇数番目に配置され、画像が描画されない走査線（
図４中、斜線部分）が偶数番目に配置される。換言すると、左眼用インターリーブ画像４
０１Ａでは、偶数番目の走査線に対応する画像が欠落する。また、右眼用インターリーブ
画像４０１Ｂでは、例えば、画像が描画されない走査線が奇数番目に配置され、画像が描
画される走査線が偶数番目に配置される。換言すると、右眼用インターリーブ画像４０１
Ｂでは、奇数番目の走査線に対応する画像が欠落する。
【００４６】
　コンテンツ再生アプリケーション２０２は、左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼
用インターリーブ画像４０１Ｂとを用いて、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び右眼
用インターリーブ画像４０１Ｂ内のインターリーブによる欠落部分を補間する。コンテン
ツ再生アプリケーション２０２は、例えば両眼視差を考慮して左眼用インターリーブ画像
４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとを補間する。つまり、コンテンツ再生ア
プリケーション２０２は、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ内の欠落部分、すなわち、
偶数番目の走査線に対応する画素を、視差を考慮して右眼用インターリーブ画像４０１Ｂ
で補間する。また、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、右眼用インターリーブ画
像４０１Ｂ内の欠落部分、すなわち、奇数番目の走査線に対応する画素を、視差を考慮し
て左眼用インターリーブ画像４０１Ａで補間する。これにより、コンテンツ再生アプリケ
ーション２０２は、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び右眼用インターリーブ画像４
０１Ｂ内の欠落部分が補間された左眼用画像４０２Ａと右眼用画像４０２Ｂとを生成する
。
【００４７】
　なお、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ
と右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとから推定した三次元モデルを用いて、左眼用イン
ターリーブ画像４０１Ａ及び右眼用インターリーブ画像４０１Ｂの欠落部分を補間しても
よい。また、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、一つ前のスケーリングされたイ
ンターリーブ画像４０４’をさらに用いて、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び右眼
用インターリーブ画像４０１Ｂ内の欠落部分を補間してもよい。
【００４８】
　次いで、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、補間された左眼用画像４０２Ａ及
び補間された右眼用画像４０２Ｂをそれぞれスケーリングし、再度インターリーブして、
スケーリングされた左眼用インターリーブ画像４０４Ａ及びスケーリングされた右眼用イ
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ンターリーブ画像４０４Ｂを生成する。コンテンツ再生アプリケーション２０２は、例え
ば、左眼用インターリーブ画像４０４Ａの奇数番目の走査線に、補間された左眼用画像４
０２Ａの奇数番目の走査線に対応する画素を配置し、左眼用インターリーブ画像４０４Ａ
の偶数番目の走査線に、画像の描画されない画素を配置する。また、コンテンツ再生アプ
リケーション２０２は、例えば、右眼用インターリーブ画像４０４Ｂの偶数番目の走査線
に、補間された右眼用画像４０２Ｂの偶数番目の走査線に対応する画素を配置し、右眼用
インターリーブ画像４０４Ｂの奇数番目の走査線に、画像の描画されない画素を配置する
。上述のように、左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１
Ｂとを補間した後に、スケーリング及び再インターリーブを施すことにより、インターリ
ーブ画像４０１を滑らかにスケーリングすることができる。なお、ＬＣＤ１７には、左眼
用インターリーブ画像４０４Ａと右眼用インターリーブ画像４０４Ｂとを重ね合わせたイ
ンターリーブ画像４０４が表示される。すなわち、コンテンツ再生アプリケーション２０
２は、例えば、左眼用インターリーブ画像４０４Ａの奇数番目の走査線と右眼用インター
リーブ画像４０４Ｂの偶数番目の走査線とが交互に配置されたインターリーブ画像４０４
をＬＣＤ１７に表示する。
【００４９】
　なお、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、時分割方式に対応した画像をＬＣＤ
１７に表示することもできる。その場合、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、補
間された左眼用画像４０２Ａと右眼用画像４０２Ｂとを第１の解像度から第２の解像度に
スケーリングする。そして、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、スケーリングさ
れた左眼用画像４０２Ａと右眼用画像４０２Ｂとを、交互にＬＣＤ１７に表示する。ユー
ザは、例えば、液晶シャッターメガネを用いることで、左眼用画像を左眼で、右眼用画像
を右眼で見ることができる。より具体的には、ユーザは、ＬＣＤ１７に左眼用画像が表示
されるときには左眼にのみ画像を透過し、ＬＣＤ１７に右眼用画像が表示されるときには
右眼にのみ画像を透過する機能を有する液晶シャッターメガネを用いることで、左眼用画
像を左眼で、右眼用画像を右眼で見ることができる。すなわち、コンテンツ再生アプリケ
ーション２０２が、ＬＣＤ１７に、左眼用画像と右眼用画像とを交互に（高速に）表示し
、ユーザの左眼の前のシャッターと右眼の前のシャッターとが、画像の表示と同期して開
閉されることにより、ユーザは、画面に表示される映像を立体として知覚することができ
る。
【００５０】
　次いで、図６乃至図８を参照して、インターリーブ画像４０１をスケーリングする詳細
な例について説明する。　
　図６は、コンテンツ再生アプリケーション２０２に入力されるインターリーブ画像４０
１が作成される例を示す。コンテンツ再生アプリケーション２０２には、両眼視差を考慮
して作成された左眼用画像４０７Ａと右眼用画像４０７Ｂとを、走査線毎に交互に配置し
て作成されたインターリーブ画像４０１が入力される。図６に示すインターリーブ画像４
０１では、奇数番目の走査線に、左眼用画像４０７Ａ内の対応する走査線が配置され、偶
数番目の走査線に、右眼用画像４０７Ｂ内の対応する走査線が配置される。したがって、
インターリーブ画像４０１では、例えば、左眼用画像４０７Ａの偶数番目の走査線に対応
する画素、及び右眼用画像４０７Ｂの奇数番目の走査線に対応する画素は欠落する。上述
のように作成されたインターリーブ画像４０１を偏光フィルタ１９で覆われたＬＣＤ１７
に表示し、偏光眼鏡３１を用いて観賞することによって、ユーザは三次元映像を知覚する
ことができる。
【００５１】
　図７は、図６に示したインターリーブ画像４０１をスケーリングすることによって歪み
が生じる例を示す。インターリーブ画像４０１は、上述のように、左眼用インターリーブ
画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとを含む。なお、図７に斜線で示され
る領域は、インターリーブによって画像が欠落している領域を示す。図７の左眼用インタ
ーリーブ画像４０１Ａでは、画像が表示される奇数番目の走査線と、画像が表示されない
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（画像が欠落した）偶数番目の走査線とが交互に配置されている。また、図７の右眼用イ
ンターリーブ画像４０１Ｂでは、画像が表示されない（画像が欠落した）奇数番目の走査
線と、画像が表示される偶数番目の走査線とが交互に配置されている。
【００５２】
　これら左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとにス
ケーリングを施した場合、スケーリングされた左眼用インターリーブ画像４０５Ａとスケ
ーリングされた右眼用インターリーブ画像４０５Ｂとが生成される。例えば、左眼用イン
ターリーブ画像４０１Ａ及び右眼用インターリーブ画像４０１Ｂの各々の水平方向及び垂
直方向の画素数が２倍に増加した左眼用インターリーブ画像４０５Ａと右眼用インターリ
ーブ画像４０５Ｂとが生成される。換言すると、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び
右眼用インターリーブ画像４０１Ｂの各々の走査線数が２倍に増加した左眼用インターリ
ーブ画像４０５Ａと右眼用インターリーブ画像４０５Ｂとが生成される。
【００５３】
　次いで、これらスケーリングされた左眼用インターリーブ画像４０５Ａ及び右眼用イン
ターリーブ画像４０５Ｂに対して、再度インターリーブを行った場合、画像が描画される
走査線と画像が描画されない走査線とが交互に配置された左眼用インターリーブ画像４０
６Ａと右眼用インターリーブ画像４０６Ｂとが生成される。例えば、スケーリングされた
左眼用インターリーブ画像４０５Ａにおいて、隣接する、偶数番目に配置され且つ画像が
描画された走査線（例えば、上から２番目の走査線）と、奇数番目に配置され且つ画像が
描画されない走査線（例えば、上から３番目の走査線）とが置き換えられ、左眼用インタ
ーリーブ画像４０６Ａが生成される。また例えば、スケーリングされた右眼用インターリ
ーブ画像４０５Ｂにおいて、隣接する、偶数番目に配置され且つ画像が描画されない走査
線（例えば、上から２番目の走査線）と、奇数番目に配置され且つ画像が描画される走査
線（例えば、上から３番目の走査線）とが置き換えられ、右眼用インターリーブ画像４０
６Ｂが生成される。
【００５４】
　インターリーブ画像４０１に対して、上述のようなスケーリング及び再インターリーブ
を施す場合、本来の位置とは異なる位置に走査線が配置されるため、インターリーブ画像
４０６Ａ，４０６Ｂのように画像（画像内に描画されたオブジェクト等）に歪みが生じる
可能性がある。
【００５５】
　図８は、コンテンツ再生アプリケーション２０２によって、図６に示したインターリー
ブ画像４０１を滑らかにスケーリングする例を示す。図７と同様に、インターリーブ画像
４０１は、左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとを
含む。なお、図８に斜線で示される領域は、インターリーブによって画像が欠落している
領域を示す。図８の左眼用インターリーブ画像４０１Ａでは、画像が表示される奇数番目
の走査線と、画像が表示されない（画像が欠落した）偶数番目の走査線とが交互に配置さ
れている。また、図８の右眼用インターリーブ画像４０１Ｂでは、画像が表示されない（
画像が欠落した）奇数番目の走査線と、画像が表示される偶数番目の走査線とが交互に配
置されている。
【００５６】
　左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとを用いて、
左眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び右眼用インターリーブ画像４０１Ｂ内のインター
リーブによる欠落部分（図８中、斜線部分）を補間する。コンテンツ再生アプリケーショ
ン２０２は、例えば両眼視差を考慮して左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用イン
ターリーブ画像４０１Ｂとを補間する。つまり、コンテンツ再生アプリケーション２０２
は、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ内の欠落部分、すなわち、偶数番目の走査線に対
応する画素を、視差を考慮して右眼用インターリーブ画像４０１Ｂで補間する。また、コ
ンテンツ再生アプリケーション２０２は、右眼用インターリーブ画像４０１Ｂ内の欠落部
分、すなわち、奇数番目の走査線に対応する画素を、視差を考慮して左眼用インターリー



(13) JP 5550603 B2 2014.7.16

10

20

30

40

50

ブ画像４０１Ａで補間する。これにより、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、左
眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び右眼用インターリーブ画像４０１Ａ内の欠落部分が
補間された左眼用画像４０２Ａと右眼用画像４０２Ｂとを生成する。
【００５７】
　なお、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ
と右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとから推定した三次元モデルを用いて、左眼用イン
ターリーブ画像４０１Ａ及び右眼用インターリーブ画像４０１Ｂの欠落部分を補間しても
よい。また、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、一つ前のスケーリングされたイ
ンターリーブ画像４０４’をさらに用いて、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び右眼
用インターリーブ画像４０１Ｂ内の欠落部分を補間してもよい。
【００５８】
　次いで、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、補間された左眼用画像４０２Ａ及
び補間された右眼用画像４０２Ｂをそれぞれスケーリングし、スケーリングされた左眼用
画像４０３Ａ及びスケーリングされた右眼用画像４０３Ｂを生成する。コンテンツ再生ア
プリケーション２０２は、例えば、補間された左眼用画像４０２Ａ及び補間された右眼用
画像４０２Ｂの水平方向及び垂直方向の画素数が、それぞれ２倍に増加した左眼用画像４
０３Ａ及び右眼用画像４０３Ｂを生成する。換言すると、コンテンツ再生アプリケーショ
ン２０２は、補間された左眼用画像４０２Ａ及び補間された右眼用画像４０２Ｂの走査線
数が２倍に増加した左眼用画像４０３Ａ及び右眼用画像４０３Ｂを生成する。
【００５９】
　コンテンツ再生アプリケーション２０２は、スケーリングされた左眼用画像４０３Ａと
スケーリングされた右眼用画像４０３Ｂとを再度インターリーブして、スケーリングされ
た左眼用インターリーブ画像４０４Ａ及びスケーリングされた右眼用インターリーブ画像
４０４Ｂを生成する。コンテンツ再生アプリケーション２０２は、例えば、左眼用インタ
ーリーブ画像４０４Ａの奇数番目の走査線に、補間された左眼用画像４０２Ａの奇数番目
の走査線に対応する画素を配置し、左眼用インターリーブ画像４０４Ａの偶数番目の走査
線に、画像の描画されない画素を配置する。また、コンテンツ再生アプリケーション２０
２は、例えば、右眼用インターリーブ画像４０４Ｂの偶数番目の走査線に、補間された右
眼用画像４０２Ｂの偶数番目の走査線に対応する画素を配置し、右眼用インターリーブ画
像４０４Ｂの奇数番目の走査線に、画像の描画されない画素を配置する。上述のように、
左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとを補間した後
に、スケーリング及び再インターリーブを施すことにより、インターリーブ画像４０１を
滑らかにスケーリングすることができる。なお、ＬＣＤ１７には、左眼用インターリーブ
画像４０４Ａと右眼用インターリーブ画像４０４Ｂとを重ね合わせたインターリーブ画像
４０４が表示される。すなわち、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、例えば、左
眼用インターリーブ画像４０４Ａの奇数番目の走査線と右眼用インターリーブ画像４０４
Ｂの偶数番目の走査線とが交互に配置されたインターリーブ画像４０４をＬＣＤ１７に表
示する。
【００６０】
　なお、上述のように、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、時分割方式に対応し
た画像をＬＣＤ１７に表示することもできる。その場合、コンテンツ再生アプリケーショ
ン２０２は、補間してスケーリングされた左眼用画像４０３Ａ及び右眼用画像４０３Ｂを
、交互にＬＣＤ１７に表示する。ユーザは、例えば、液晶シャッターメガネを用いること
で、左眼用画像４０３Ａを左眼で、右眼用画像４０３Ｂを右眼で見ることができる。した
がって、コンテンツ再生アプリケーション２０２が、ＬＣＤ１７に、左眼用画像４０３Ａ
と右眼用画像４０３Ｂとを交互に（高速に）表示し、ユーザの左眼の前のシャッターと右
眼の前のシャッターとが、画像の表示と同期して開閉されることにより、ユーザは、画面
に表示される映像を立体として知覚することができる。
【００６１】
　次いで、図９のフローチャートを参照して、映像処理装置１０によって実行される映像
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表示処理の手順の例を説明する。
【００６２】
　まず、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、再生対象の三次元映像コンテンツデ
ータ５０１を選択する（ステップＳ１０１）。再生対象の映像コンテンツデータ５０１は
、例えば、ＧＵＩ等を用いてユーザによって指定される。そして、コンテンツ再生アプリ
ケーション２０２は、再生対象の映像コンテンツデータ５０１を再生し、ＬＣＤ１７に表
示する映像の映像信号を生成する（ステップＳ１０２）。
【００６３】
　次いで、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、生成した映像信号に対してスケー
リング処理を施す必要があるか否かを判定する（ステップＳ１０３）。コンテンツ再生ア
プリケーション２０２は、例えば、生成した映像信号の解像度と、映像信号（三次元映像
コンテンツデータ５０１）を表示するウィンドウのサイズ（解像度）とが異なる際に、生
成した映像信号に対してスケーリング処理を施す必要があると判定する。
【００６４】
　生成した映像信号に対してスケーリング処理を施す必要がある場合（ステップＳ１０３
のＹＥＳ）、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、映像信号に対してスケーリング
処理を施す（ステップＳ１０４）。スケーリング処理の手順の詳細については、図１０を
参照して後述する。
【００６５】
　映像信号に対してスケーリング処理が施された後、又は生成した映像信号に対してスケ
ーリング処理を施す必要がない場合（ステップＳ１０３のＮＯ）、コンテンツ再生アプリ
ケーション２０２は、生成した映像信号をＬＣＤ１７に出力する（ステップＳ１０５）。
【００６６】
　次いで、ＬＣＤ１７は、入力された映像信号に基づいて、映像を表示する（ステップＳ
１０６）。再生対象の映像コンテンツデータが三次元映像を表示するための映像コンテン
ツデータである場合には、例えば、奇数番目の走査線に左眼用映像の画素が表示され、偶
数番目の走査線に右眼用映像の画素が表示される。
【００６７】
　偏光フィルタ１９は、ＬＣＤ１７に表示された映像を偏光する（ステップＳ１０７）。
偏光フィルタ１９は、例えば、奇数番目の走査線に対応する映像を第１の方向に偏光し、
偶数番目の走査線に対応する映像を第２の方向に偏光する。換言すると、偏光フィルタ１
９は、左眼用フィルタ１９Ａにより左眼用映像を偏光し、右眼用フィルタ１９Ｂにより右
眼用映像を偏光する。
【００６８】
　偏光眼鏡３１は、偏光された左眼用映像を左眼用フィルタ３１Ａにより透過し、偏光さ
れた右眼用映像を右眼用フィルタ３１Ａにより透過する（ステップＳ１０８）。ユーザは
、偏光眼鏡３１を用いて偏光された映像を観賞することで、左眼用映像を左眼で、右眼用
映像を右眼で見ることができる。したがって、再生対象の映像コンテンツデータが三次元
映像を表示するための映像コンテンツデータである場合、ユーザは偏光眼鏡３１を装着し
て偏光された映像を見ることで、三次元映像を観賞することができる。また、ユーザは、
ウィンドウのサイズに応じてスケーリングされた三次元映像を観賞することができる。
【００６９】
　次いで、図１０を参照して、コンテンツ再生アプリケーション２０２によるスケーリン
グ処理の手順の例を説明する。コンテンツ再生アプリケーション２０２は、三次元映像コ
ンテンツデータ５０１に基づいて生成された映像信号に含まれるインターリーブ画像（フ
レーム）に対して順次、スケーリング処理を施す。
【００７０】
　まず、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、インターリーブ画像４０１から左眼
用インターリーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとを抽出する（ステ
ップＳ２０１）。コンテンツ再生アプリケーション２０２は、例えば、インターリーブ画
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像４０１内の奇数番目の走査線に対応する左眼用インターリーブ画像４０１Ａと、インタ
ーリーブ画像４０１内の偶数番目の走査線に対応する右眼用インターリーブ画像４０１Ｂ
とを抽出する。
【００７１】
　次いで、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、左眼用インターリーブ画像４０１
Ａを用いて、第１の三次元モデルを生成する（ステップＳ２０２）。コンテンツ再生アプ
リケーション２０２は、例えば、画像内の各画素の奥行きを推定する技術を用いて、左眼
用インターリーブ画像４０１Ａに対応する第１の三次元モデルを生成する。同様に、コン
テンツ再生アプリケーション２０２は、右眼用インターリーブ画像４０１Ｂを用いて、第
２の三次元モデルを生成する（ステップＳ２０３）。コンテンツ再生アプリケーション２
０２は、例えば、画像内の各画素の奥行きを推定する技術を用いて、右眼用インターリー
ブ画像４０１Ｂに対応する第２の三次元モデルを生成する。そして、コンテンツ再生アプ
リケーション２０２は、第１の三次元モデルと第２の三次元モデルとを両眼視差を考慮し
て統合した三次元モデルを生成する（ステップＳ２０４）。
【００７２】
　次いで、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、処理対象のインターリーブ画像４
０１が、映像信号（三次元映像コンテンツデータ５０１）の先頭フレームであるか否かを
判定する。処理対象のインターリーブ画像４０１が映像信号の先頭フレームでない場合（
ステップＳ２０５のＮＯ）、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、ステップＳ２０
４で作成した三次元モデルと、処理対象のインターリーブ画像４０１の一つ前のスケーリ
ングされたインターリーブ画像４０４’とを用いて、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ
及び右眼用インターリーブ画像４０１Ｂ内のインターリーブによる欠落部分を補間する（
ステップＳ２０６）。コンテンツ再生アプリケーション２０２は、ステップＳ２０４で作
成した三次元モデルと、処理対象のインターリーブ画像４０１の一つ前のスケーリングさ
れたインターリーブ画像４０４’とを用いて、補間された左眼用画像４０２Ａと補間され
た右眼用画像４０２Ｂとを生成する。一方、処理対象のインターリーブ画像４０１が映像
信号の先頭フレームである場合（ステップＳ２０５のＹＥＳ）、コンテンツ再生アプリケ
ーション２０２は、ステップＳ２０４で作成した三次元モデルを用いて、左眼用インター
リーブ画像４０１Ａと右眼用インターリーブ画像４０１Ｂとを補間する（ステップＳ２０
７）。コンテンツ再生アプリケーション２０２は、ステップＳ２０４で作成した三次元モ
デルを用いて、補間された左眼用画像４０２Ａと補間された右眼用画像４０２Ｂとを生成
する。
【００７３】
　コンテンツ再生アプリケーション２０２は、ステップＳ２０６又はステップＳ２０７で
生成された、補間された左眼用画像４０２Ａと補間された右眼用画像４０２Ｂとを第１の
解像度から第２の解像度にスケーリングする（ステップＳ２０８）。コンテンツ再生アプ
リケーション２０２は、補間された左眼用画像４０２Ａと補間された右眼用画像４０２Ｂ
とを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングした、左眼用スケーリング画像４０３
Ａと右眼用スケーリング画像４０３Ｂとを生成する。そして、コンテンツ再生アプリケー
ション２０２は、左眼用スケーリング画像４０３Ａと右眼用スケーリング画像４０３Ｂと
を用いて、インターリーブ画像４０４Ａ，４０４Ｂを生成する（ステップＳ２０９）。
【００７４】
　次いで、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、処理対象のインターリーブ画像４
０１に後続するフレームがあるか否かを判定する（ステップＳ２１０）。処理対象のイン
ターリーブ画像４０１に後続するフレームがある場合（ステップＳ２１０のＹＥＳ）、コ
ンテンツ再生アプリケーション２０２は、次のフレームを処理対象のインターリーブ画像
４０１に設定する（ステップＳ２１１）。そして、コンテンツ再生アプリケーション２０
２は、新たに設定された処理対象のインターリーブ画像４０１に対して、ステップＳ２０
１以降の処理を施す。処理対象のインターリーブ画像４０１に後続するフレームがない場
合（ステップＳ２１０のＮＯ）、コンテンツ再生アプリケーション２０２はスケーリング
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処理を終了する。
【００７５】
　以上の処理により、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、インターリーブ画像４
０１を、インターリーブ画像４０１の解像度よりも高い、第１の解像度から第２の解像度
に滑らかにスケーリングしたインターリーブ画像４０４に変換することができる。したが
って、コンテンツ再生アプリケーション２０２で三次元映像コンテンツデータ５０１を再
生することによって、ユーザは、任意の解像度で滑らかな三次元映像を観賞することがで
きる。
【００７６】
　以上説明したように、本実施形態によれば、左眼用画像と右眼用画像とがインターリー
ブされた三次元映像データを滑らかにスケーリングできる。コンテンツ再生アプリケーシ
ョン２０２は、インターリーブ画像４０１から左眼用インターリーブ画像４０１Ａと右眼
用インターリーブ画像４０１Ｂとを抽出し、左眼用インターリーブ画像４０１Ａ及び右眼
用インターリーブ画像４０１Ｂの各々において、インターリーブによって欠落した領域を
補間する。そして、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、補間された左眼用画像４
０２Ａと右眼用画像４０２Ｂとを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングし、再度
インターリーブを施すことによって、滑らかにスケーリングされたインターリーブ画像４
０４を生成することができる。ユーザは、ＬＣＤ１７に表示されたインターリーブ４０４
を、偏光眼鏡１９を用いて見ることで立体映像を知覚することができる。
【００７７】
　なお、コンテンツ再生アプリケーション２０２は、補間して、第１の解像度から第２の
解像度にスケーリングされた左眼用画像４０３Ａと右眼用画像４０３Ｂとを交互に、ＬＣ
Ｄ１７に表示してもよい。その場合、ユーザは、ＬＣＤ１７における画像の表示タイミン
グに同期した液晶シャッターメガネを用いることで、立体映像を知覚することができる。
【００７８】
　なお、本実施形態のスケーリング処理の手順は全てソフトウェアによって実行すること
ができる。このため、スケーリング処理の手順を実行するプログラムを格納したコンピュ
ータ読み取り可能な記憶媒体を通じてこのプログラムを通常のコンピュータにインストー
ルして実行するだけで、本実施形態と同様の効果を容易に実現することができる。
【００７９】
　また本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されて
いる複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素からいくつかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。　
　以下に、原出願の特許査定時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。　
［１］左眼用画像と右眼用画像とが交互に配置されたインターリーブ画像を含む三次元映
像データを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングする映像処理装置であって、　
　前記インターリーブ画像から、前記左眼用画像に対応する左眼用インターリーブ画像と
、前記右眼用画像に対応する右眼用インターリーブ画像とを抽出する画像抽出手段と、　
　前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを用いて、前記左眼
用画像と前記右眼用画像とを交互に配置することによって欠落した画素を補間することに
よって、補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを生成する画像補間手段と、　
　前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを前記第２の解像度にスケー
リングすることによって、左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを生成す
るスケーリング手段と、　
　前記左眼用スケーリング画像と前記右眼用スケーリング画像とを交互に配置することに
よって、スケーリングされたインターリーブ画像を生成するインターリーブ画像生成手段
とを具備することを特徴とする映像処理装置。　
［２］前記画像補間手段は、前記三次元映像データにおいて、処理対象のインターリーブ
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画像の一つ前のインターリーブ画像に対応する、一つ前のスケーリングされたインターリ
ーブ画像を用いて、前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを
補間することを特徴とする［１］記載の映像処理装置。　
［３］前記画像補間手段は、前記左眼用インターリーブ画像を用いて第１の三次元モデル
を生成し、前記右眼用インターリーブ画像を用いて第２の三次元モデルを生成し、前記第
１の三次元モデルと前記第２の三次元モデルとを統合した三次元モデルを生成し、前記三
次元モデルを用いて、前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像と
を補間することを特徴とする［１］記載の映像処理装置。　
［４］前記画像補間手段は、前記左眼用インターリーブ画像を用いて第１の三次元モデル
を生成し、前記右眼用インターリーブ画像を用いて第２の三次元モデルを生成し、前記第
１の三次元モデルと前記第２の三次元モデルとを統合した三次元モデルを生成し、前記三
次元モデルと前記一つ前のスケーリングされたインターリーブ画像とを用いて、前記左眼
用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを補間することを特徴とする［
２］記載の映像処理装置。　
［５］左眼用画像と右眼用画像とが交互に配置されたインターリーブ画像を含む三次元映
像データを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングする映像処理方法であって、　
　前記インターリーブ画像から、前記左眼用画像に対応する左眼用インターリーブ画像と
、前記右眼用画像に対応する右眼用インターリーブ画像とを抽出し、　
　前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを用いて、前記左眼
用画像と前記右眼用画像とを交互に配置することによって欠落した画素を補間することに
よって、補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを生成し、　
　前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを前記第２の解像度にスケー
リングすることによって、左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを生成し
、　
　前記左眼用スケーリング画像と前記右眼用スケーリング画像とを交互に配置することに
よって、スケーリングされたインターリーブ画像を生成することを特徴とする映像処理方
法。　
［６］前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを生成することは、前記
三次元映像データにおいて、処理対象のインターリーブ画像の一つ前のインターリーブ画
像に対応する、一つ前のスケーリングされたインターリーブ画像を用いて、前記左眼用イ
ンターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを補間することを特徴とする［５］
記載の映像処理方法。　
［７］前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを生成することは、前記
左眼用インターリーブ画像を用いて第１の三次元モデルを生成し、前記右眼用インターリ
ーブ画像を用いて第２の三次元モデルを生成し、前記第１の三次元モデルと前記第２の三
次元モデルとを統合した三次元モデルを生成し、前記三次元モデルを用いて、前記左眼用
インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを補間することを特徴とする［５
］記載の映像処理方法。　
［８］前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを生成することは、前記
左眼用インターリーブ画像を用いて第１の三次元モデルを生成し、前記右眼用インターリ
ーブ画像を用いて第２の三次元モデルを生成し、前記第１の三次元モデルと前記第２の三
次元モデルとを統合した三次元モデルを生成し、前記三次元モデルと前記一つ前のスケー
リングされたインターリーブ画像とを用いて、前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼
用インターリーブ画像とを補間することを特徴とする［６］記載の映像処理方法。　
［９］左眼用画像と右眼用画像とが交互に配置されたインターリーブ画像を含む三次元映
像データを第１の解像度から第２の解像度にスケーリングするプログラムであって、　
　前記インターリーブ画像から、前記左眼用画像に対応する左眼用インターリーブ画像と
、前記右眼用画像に対応する右眼用インターリーブ画像とを抽出する手順と、　
　前記左眼用インターリーブ画像と前記右眼用インターリーブ画像とを用いて、前記左眼
用画像と前記右眼用画像とを交互に配置することによって欠落した画素を補間することに
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よって、補間された左眼用画像と補間された右眼用画像とを生成する手順と、　
　前記補間された左眼用画像と前記補間された右眼用画像とを前記第２の解像度にスケー
リングすることによって、左眼用スケーリング画像と右眼用スケーリング画像とを生成す
る手順と、　
　前記左眼用スケーリング画像と前記右眼用スケーリング画像とを交互に配置することに
よって、スケーリングされたインターリーブ画像を生成する手順とをコンピュータに実行
させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００８０】
　１７…ＬＣＤ、１９…偏光フィルタ、１９Ａ…左眼用フィルタ、１９Ｂ…右眼用フィル
タ、３１…偏光眼鏡、３１Ａ…左眼用フィルタ、３１Ｂ…右眼用フィルタ、２０２…コン
テンツ再生アプリケーション、３０１…スケーリング判定部、３０２…左右眼画像抽出部
、３０３…三次元モデル生成部、３０４…画像補間部、３０５…スケーリング部、３０６
…インターリーブ画像生成部、３０７…画像出力部、３０８…映像信号生成部、５０１…
三次元映像コンテンツデータ、４０４’…一つ前のスケーリングされたインターリーブ画
像。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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